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【目 的】 治療方針の決定に苦慮している大型血栓化右内
頚動脈瘤の1例を報告する.【症 例】 症例は65歳,男
性.既往に高血圧症,脂質異常症あり.生活歴としてたばこ
を55歳まで20-30本/日,現在はなし.平成24年年11月
下旬より前額部より頭頂にかけての鈍痛あり,これが持続
した.当院神経内科でのMRIで未破裂脳動脈瘤を指摘さ
れ,平成25年3月某日当科初診.長径 17mmの血栓化右内
頚動脈瘤と診断.脳血管撮影では右内頚動脈背側から中大
脳動脈M1近位部まで膨瘤あり.治療を検討したが本人が
希望するまで至らず外来で画像フォローを行った.動脈瘤
は徐々に増大傾向となり,直近のCTでは長径 23mmと
なった.現在,臨床症状は特記なし.【考 察】 瘤の増大
により治療難易度は高くなってきている.御本人はまだ治
療をするまでの決心はついていないが,1)Proximal liga-
tion,2)High flow bypass＋clipping,3)Stent＋coil,4)
Flow diverter待ち,などの治療方針を検討している.【結
論】 外科的治療介入時の方針につき先生方の御意見を頂
けると幸いです.
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